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『
說

解
字
』
と
は
後
漢
の
學
者
許
愼
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
、
最
古
の
字
書
と

も
言
わ
れ
る
漢
字
學
の
基
本
資
料
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
平
易
か
つ
詳
細
な
解

說
書
で
あ
る
。

本
書
の
內
容
は
大
き
く
二
部
に
分
か
れ
る
。
第
一
部
は
「
序
論
＝
漢
字
と
中
國

二
千
年
の

字
學
＝
」「『
說

解
字
』
前
史
＝
實
用
的

字
學
の
時
代
＝
」「『
說

解
字
』
の
背
景
＝
許
愼
と
そ
の
時
代
＝
」「『
說

解
字
』
＝

字
の
體
系
化

と
そ
の
手
法
＝
」「『
說

解
字
』
の
構
成
＝

字
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
＝
」
の
五
章

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
許
愼
の
記
し
た
『
說

解
字
』
に
つ
い
て
の
解
說
・
考
察

を
論
じ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
段
玉
裁
『
說

解
字
注
』
論
と
し
て
「『
說

解

字
注
』
の
背
景
＝
段
玉
裁
と
そ
の
時
代
＝
」「『
說

解
字
讀
』
と
『
汲
古
閣
說

訂
』
＝
『
說

解
字
注
』
へ
の
道
程
＝
」「『
說

解
字
注
』
の
方
法
」「『
段
注
』

を
讀
む
た
め
に
」
の
四
章
を
通
じ
、
現
在
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
『
說

解
字
』
注

釋
で
あ
る
、
淸
代
の
段
玉
裁
が
記
し
た
注
（
段
注
）
に
つ
い
て
解
說
を
加
え
る
。

第
一
部
・
第
二
部
の
論
を
併
せ
る
こ
と
で
『
說

解
字
』
と
い
う
一
册
の
書
物
へ

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
部
「
序
論
」
で
は
槪
說
と
し
て
現
在
に
至
る
漢
字
學
の
流
れ
を
述
べ
、「
前

史
」
で
は
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
成
立
し
た
『
蒼
頡
篇
』『
急
就
篇
』
を
通
じ
、

前
漢
に
お
け
る
漢
字
學
が
官
吏
登
用
の
た
め
の
實
學
本
位
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。「
背
景
」
で
は
前
漢
末
か
ら
後
漢
に
發
生
し
た
今

派
と
古

派

の
學
問
的
な
對
立
を
通
じ
、
許
愼
の
思
想
的
な
背
景
や
『
說

解
字
』
が
そ
の
時

代
に
記
さ
れ
た
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

具
體
的
な
『
說

解
字
』
本

の
解
說
は
第
一
部
の
後
半
二
章
に
ま
と
め
て
記

さ
れ
る
。
漢
字
の
構
造
ご
と
の
分
類
で
あ
る
六
書
（
象
形
・
指
事
・
會
意
・
形
聲
・

假
借
・
轉
注
）
や
、
現
代
の
字
書
に
も
繼
承
さ
れ
る
部
首
法
に
對
し
て
詳
細
な
解

說
を
行
っ
て
お
り
、『
說

』
に
限
ら
ず
漢
字
學
を
學
ぶ
上
で
の
基
礎
的
な
知
識

を
得
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
そ
こ
で
も
筆
者
が
重
視
す
る
の
は
分
類
の
正
確
性
そ

の
も
の
で
は
な
く
許
愼
の
思
想
哲
學
で
あ
る
。

現
代
で
は
許
愼
が
材
料
と
し
た
小
篆
・
隸
書
だ
け
で
な
く
更
に
古
い
時
代
の

字
で
あ
る
金

・
甲
骨

を
參
照
す
る
こ
と
が
出
來
る
よ
う
に
な
り
、『
說

』

の
字
釋
の
誤
り
も
多
く
判
明
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
實
學
的
な
字
典
と
し
て
の
利

便
性
・
正
確
性
だ
け
で
は
な
く
、
漢
字
學
の
發
展
史
に
お
け
る
『
說

解
字
』
の

意
義
、
書
物
自
體
の
價
値
に
筆
者
は
著
目
し
、
考
察
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
部
の
段
注
解
說
に
お
い
て
も
段
玉
裁
の
卓
越
し
た
業
績
を
理
解
す
る
た

め
、「
方
法
」
で
の
段
注
そ
れ
自
體
の
解
說
に
加
え
て
、
段
玉
裁
の
事
跡
や
『
注
』

を
記
す
に
至
る
硏
究
過
程
、ま
た
許
愼
か
ら
段
玉
裁
の
時
代
ま
で
を
繫
ぐ『
說

』

お
よ
び
上
古
音
に
對
す
る
硏
究
の
歷
史
に
つ
い
て
も
說
明
を
行
っ
て
い
る
。
終
章

の
「
讀
む
た
め
に
」
で
は
現
在
入
手
可
能
な
『
說

』
關
係
の
書
籍
を
紹
介
し
、

こ
れ
か
ら
硏
究
を
始
め
る
者
に
對
し
て
便
宜
を
圖
っ
て
い
る
。

（
齋
藤
加
奈
）


